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[主張]　至誠の祈誓[footnoteRef:2] [2: この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　六月十九日、橿原 (かしはら)神宮 (じんぐう)を首 (はじ)め、全國 (ぜんこく)各神宮 (かくじんぐう) 神社 (じんじや)に於 (お)いて、一齊 (せい)に 國 (こく)運 (うん)隆 (りう)昌 (しやう)のため大 (だい)祈 (き)願 (ぐわん)祭 (さい)を執行 (しつこう)し、續 (つゞ)いて 各 (かく)團 (だん)體 (たい)の銃 (じう)後 (ご)報 (ほう)國 (こく)のための大 (だい)祈 (き)誓 (せい)式 (しき)が取 (と)り行 (おこな)はれた。朝鮮 (てうせん)神宮 (じんぐう)に於 (お)いても この日 (ひ)大 (おお)野 (の)政 (せい)務 (む)總 (そう)監 (かん)はじめ 官 (くわん)民 (みん)五千餘 (よ)名 (めい)集 (しう)合 (ごう)し、紀 (き)元 (げん)二千六百年の 御 (ご)詔 (せう)勅 (ちよく)を奉 (ほう)讀 (どく)、聖 (せい)意 (い)に應 (こた)へたてまつらんことを 誓 (ちか)つたのである。朝 (てう)鮮 (せん)の各 (かく)地 (ち)に於 (お)いても 同 (どう)様 (よう)の祈 (き)誓 (せい)があつた。
　一億 (おく)の民 (たみ)草 (くさ)の この大 (だい)祈 (き)誓 (せい)はこれから先 (さ)き、日 (ひ)を逐 (お)うて 實 (み)を結 (むす)ぶことであらう。その實 (み)とは何 (な)んであるか。それは 八紘一宇の大 (だい)理 (り)想 (そう)の實 (じつ)現 (げん)である。その第 (だい)一歩 (ぽ)として 内 (ない)鮮 (せん)ががつちりと一體 (たい)となることであり、日 (にち)滿 (まん)支 (し)が 不 (ふ)可 (か)分 (ぶん)不 (ふ)可 (か)離 (り)の關 (くわん)係 (けい)に於 (お)いて、共 (けう)存 (ぞん)共 (けう)榮 (えい)の域 (いき)に 進 (すす)むことであり、アジア諸 (しよ)民 (みん)族 (ぞく)が、歐 (おう)米 (べい)の植 (しよく)民 (みん)地 (ち)的 (てき)桎 (しつ)梏 (こく)より 脱 (のが)れて、わが日 (につ)本 (ぽん)を盟 (めい)主 (しゆ)として、自 (じ)由 (ゆう)と繁 (はん)榮 (えい)とを 享 (けう)樂 (らく)する ことであり、進 (すす)んでは、唯 (ゆゐ)利 (り)的 (てき)、半 (はん)獣 (じう)半 (はん)魔 (ま)的 (てき)の 人 (じん)生 (せい)觀 (くわん)、政 (せい)治 (ぢ)觀 (くわん)、社 (しや)會 (くわい)觀 (くわん)によつて、修 (しう)羅 (ら)道 (どう)より餓 (が)鬼 (き)道 (どう)、畜 (ちく)生 (せう)道 (どう)へと轉落 (てんらく)に轉落 (てんらく)を重 (かさ)ねつつある人 (じん)類 (るい)が、道 (どう)義 (ぎ)の世 (せ)界 (かい)へと すくひ擧 (あ)げられることである。これが、われわれ一億 (おく)の臣 (しん)民 (みん)が聖 (せい)意 (い)に應 (こた)へたてまつらんと 誓 (ちか)つたことである。何 (な)んたる偉 (い)大 (だい)にして荘 (そう)嚴 (ごん)な誓 (ちか)ひであることか。
　さて、誠 (まこと)ならざれば物 (もの)なし。至 (し)誠 (せい)にして能 (よ)く大 (たい)願 (ぐわん)を成 (ぜう)就 (じゆ)する。もしわれわれの誓 (ちか)ひが僞 (いつは)りにならないためには、われわれは至 (し)誠 (せい)の人 (ひと)とならねばならない。一億 (おく)の民 (たみ)擧 (こぞ)つて一點 (てん)の僞 (いつは)りなく、好 (い)い加 (か)減 (げん)なく、誠 (まこと)そのものにならなければならない。神 (かみ)の大前 (おおまへ)にて誠 (まこと)をもつて懺 (ざん)悔 (げ)し祈 (いの)らう。誠 (まこと)なきものに神 (かみ)は見 (み)えない。眼 (め)なきものに光 (ひかり)が見 (み)えないのと同 (どう)様 (よう)である。誠 (まこと)あるものゝ祈 (き)願 (ぐわん)は必 (かなら)ず神 (かみ)を動 (うご)かす。誠 (まこと)なき神 (かみ)詣をするやうな人 (にん)間 (げん)は、大 (おほ)君 (きみ)のお役 (やく)にも世 (せ)間 (けん)のお役 (やく)にも立 (た)たない[。]役 (やく)に立 (た)たないばかりでなく、國 (くに)の毒 (どく)になることだらう。
　富 (とみ)も國 (くに)の力 (ちから)である。才 (さい)智 (ち)もなくてはならない。學 (がく)問 (もん)、技 (ぎ)術 (じつ)も磨 (みが)かねばならない。しかしそれも誠 (まこと)あつてのことだ。非 (ひ)常 (ぜう)なれこそ、誠 (まこと)ある人 (にん)間 (げん)が非 (ひ)常 (ぜう)に必 (ひつ)要 (よう)である。君国 (くんこく)に報 (ほう)ずる基 (き)本 (ほん)的 (てき)のものは至 (し)誠 (せい)であり、億 (おく)兆 (てう)一心 (しん)、團 (だん)結 (けつ)を固 (かた)くするのも、至 (し)誠 (せい)である。忍 (にん)苦 (く)鍛 (たん)錬 (れん)[、]皇道 (こうどう)を宣揚 (せんよう)する動力 (どうりよく)はこれ至誠 (しせい)にあらずして何 (な)んぞ。誠 (まこと)なき人 (ひと)同志 (ママ)に團結 (だんけつ)なんてあるものでない[、]信 (しん)じてこそ愛 (あい)し、愛 (あい)してこそ團結 (だんけつ)だ。しかして信 (しん)は誠 (まこと)からのみ來 (く)る[、]誠 (まこと)もて相 (あい)信 (しん)じてこそ眞 (しん)の内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)も來 (く)るのだ。
　われわれは神 (かみ)の御 (み)前 (まへ)に 熱 (ねつ)涙 (るい)を流 (なが)して懺 (ざん)悔 (げ)せねばならない。それは 僞 (いつは)りに對 (たい)する懺悔 (ざんげ)である。この瞬 (しゆん)間 (かん)までの 不 (ふ)誠 (せい)實 (じつ)を痛 (つう)恨 (こん)せねばならない。胸 (むね)を抉 (えぐ)る覺 (かく)悟 (ご)で、われらの清明 (せいめい)なるべき心 (こころ)に根 (ね)を張 (は)つた僞 (いつは)りや、不 (ふ)誠 (せい)實 (じつ)の 惡 (あく)草 (さう)をば、根 (ね)こそぎ抉 (えぐ)り取 (と)らなければ ならない。そして二度 (ど)とわが心 (こころ)に不 (ふ)正 (せい)が巢 (す)くひ、わが唇 (くちびる)より 僞 (いつは)りの言 (こと)葉 (ば)が流 (なが)れないやうに誓 (ちか)はなければ ならない。そして、わが身 (み)も心 (こころ)も誠 (まこと) そのものになるやう修行 (しうぎやう)しなければならない。これこそは 銃 (じう)後 (ご)國 (こく)民 (みん)の奉 (ほう)公 (こう)の本 (ほん)筋 (すじ)ではなからうか。前 (ぜん)線 (せん)で生 (せい)命 (めい)を 抛 (なげう)つつもりで、わが心 (こころ)と舌 (した)の僞に止 (とゞ)めをささう。
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